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「を VN だ」構文の出現頻度について 
 








472 項目のうち 4 分の 1 を超える割合（26.5％）の動名詞が「を VN だ」の構文として現
れることが認められた。さらに、「を VN だ」構文に終助詞「か」が接続し疑問文を作っ
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1．はじめに 
 日本語においては、「する｣という軽動詞（ light verb）が存在すると言われている

















（2） 日英共同で細胞代謝の酸化還元バランスを研究だ!  






















いて選定された 6880 項目（6060 語）（基本語六千）から 1,080 項目が選出されており、本
論文においては、そのうち軽動詞「する」と接続して他動詞となる 472 項目の動名詞につ














（6） Boku-tati wa asita kara Tookyoo e SYUPPATU da! 
 we top   tomorrow from Tokyo to departure cop３ 
 ‘Tomorrow, we leave for Tokyo.’ 
（7） *John ga ainugo o KENKYUU da/datta. 
 John  nom Ainu  acc research COP.PRS/COP.PST 






（8）kenpoo 9-zyoo o HAISI da na （constitution article-9 acc abolition cop sfp） ‘(we) are 
abolishing article 9 of the constitution.’ （20） ongaku riron o BENKYOO da （‘music theory 
acc study cop’）; saa kyoo mo gyookai o KENKYUU da! （‘now, today too industry acc study 
cop’）; mittu no kihon o RENSYUU da （‘three basic acc practice cop’）; sintin-taisya o 
SOKUSIN da! （‘metablism acc activation cop’）; saibu o SYUUSEI da （‘detail acc revision 
cop’）; FF o TYUUSI da （‘FF acc cancellation cop’）; OT34 o HAITI da （‘OT34 acc 
arrangement COP’）; dekki o TYOOSEI da （‘deck acc adjustment cop’）; sosite densyoku o 
KYOOKA da （‘and electric ornament acc enrichment cop’）; fyueru-firutaa o KOOKAN da 
（‘fuel filter acc change cop’）; hoosoohoo o KAISEI da （‘broadcasting law acc revision cop’） 
 
また、Sato（2008）は、脚注６において、Google 検索の結果、コピュラ「だ」の様々に
活用した形が現れることを指摘している：‘NP-o HAISI na no （‘it’s that …’）, HAISI de wa naku 
（‘it is not …’）, HAISI de wa gozaimasen （‘it is not …’—in the polite style）, HAISI de （‘being 
…’）, and HAISI desita kke （‘was it …?’）’。例文（9）（10）は、Google 検索により見つけ
られた例文である。 
 
（9） Javascript を廃止では影響大きすぎるよなぁ（爆） 
 （http://forum.mozilla.gr.jp/?mode=al2&namber=22081&page=10&rev=0&0&KLOG=139、
2005 年 11 月 23 日、2010 年 10 月 31 日） 
（10） 次はココを攻撃だったのですが、祭りのエンブレムを掲げた某大手連合に遭遇。 
























語研究所 1984）において選定された 6880 項目（6060 語）（基本語六千）から、二字漢字、
外来語、和語に「する」が接続した「複合サ変動詞」（一部複合サ変動詞相当と見なされ





（13）a. 6 つの辞典（『大辞林』『学研国語大辞典（第 2 版）』『新明解国語辞典（第 4 版）』 
  『三省堂国語辞典（第 4 版）』『岩波国語辞典（第 4 版）』『例解国語辞典（第 3 版）』） 
 全てがサ変動詞として扱っているもの 






















この 472 項目について、2010 年 3 月 13 日より同年 6 月 27 日にかけて、Google により




（16） 数学を暗記だというなら大学も似たようなものだよ.  
（kotonoha.cc/no/194671、2010 年 3 月 13 日） 
 




（17）  フィギュア女王のキム・ヨナ選手が引退を決意か 









 以上の調査の結果、「を VN だ」「を VN か」「を VN 中」の出現数は表２のようになっ
た。すなわち、472 項目の動名詞のうち、125 項目が「を VN だ」構文として現れ、190








表２.「を VN だ」「を VN か」「を VN 中」の出現頻度 
構文タイプ を VN だ を VN か を VN 中 
頻度（項目） 125 190 263 
％ 36.4％ 40.3％ 55.7％ 
 
実に全体 472 項目のうち、4 分の 1 以上である 26.5％が「を VN だ」の構文で現れたこ
とから、この構文がそれほど希少な構文であるというわけではないことがわかる。 
表 3 に示したように、「を VN だ」か「を VN か」（あるいは、その両方）の構文におい





表 3．「を VN だ」／「を VN か」の出現数 
構文タイプ を VN だ＆ を VN か 
「を VN だ」 
のみ 
「を VN か」 
のみ 合計 







表４．「を VN だ」「を VN か」「を VN 中」における重なり 
構文 
タイプ 
を VN 中 
を VN だ 
を VN か 
を VN 中 





を VN 中 を VN だ を VN か 合計 




















（www.unkar.org/read/news23.2ch.net/news/1187658324、2010 年 5 月 4 日） 
（20） 血液型で自分を分析だ！！  
（blog.livedoor.jp/aope/archives/50501913.html、2010 年 3 月 16 日） 
（21） 今度は「日本ハムケータイ」を発売だそうです。 




（sho.tdiary.net/20041124.html、2010 年 3 月 17 日） 
（23） 今年の夏は北海道をドライブだ!!  
（www.digicafe.jp/diary/1546336、2010 年 3 月 23 日） 
（24） 英語より浪花語を勉強だ！ 




（portal.nifty.com/special05/10/21/2.htm、2010 年 5 月 27 日） 
（26） 足湯で手軽にデトックス効果を実感だ  
（yakudati1.bake-neko.net、2010 年 4 月 16 日） 
（27） 柴田倫世さん第 3 子を妊娠だそうですよ  
（joshiana.seesaa.net/article/132295900.html、2010 年 6 月 16 日） 
 










らいの頻度で出現するかを検証した。他動詞の「VN する」を派生させる動名詞を 472 項目選
び出し、それぞれについて 2010 年 3 月 13 日より同年 6 月 27 日まで、Google により「を VN
だ」「を VN か」「を VN 中」の形式を検索したところ、先行研究で広く認められているとこ
ろの「を VN 中」は過半数の場合（55.７％）出現し、「を VN だ」に関しては４分の１を超え
る割合（26.5％）で出現することがわかった。また、「だ」が終助詞「か」により省略されて









いては Sato 2008 参照。 
3． TOP: topic marker（主題マーカー）, COP: copula（コピュラ）, NOM: nominative（主格）, 
ACC: accusative（対格）  
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    This paper shows how frequently the Japanese copula functions as a light verb and forms a 
complex predicate with a verbal noun in the actually occurring data on the internet. Such a 
construction with a verbal noun with a copula was sporadically referred to in the literature. This 
construction, however, has not been fully discussed as a construction with a verbal noun forming a 
complex predicate with a light verb, in comparison to a construction with a verbal noun followed 
by the aspectual suffix –tyuu ‘during.’ Google search was made from March 13 to June 27, 2010, 
to find out how many of 472 verbal nouns occur in the o-VN-da construction, that is, the 
construction with a verbal noun preceded by its theme argument in the accusative and followed by 
the copula da. 125 verbal nouns were confirmed as occurring in the o-VN-da construction, or 
26.5% of the 472 occurred in the construction in question. And 236 verbal nouns （50% of the 
472） occurred in either the o-VN-da construction or the o-VN-ka （where there is a zero copula）, 
or both those constructions. This shows that the o-VN-da/ka is not a rare construction in Japanese. 
It was also confirmed that the type of verbal nouns that occur in this construction is not limited to 
the telic type, but atelic and non-agentive verbal nouns also appear in the construction in question. 
